
県
北
地
域
の
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
署
名

茨
城
県
内
の
医
師
数
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
一
五
〇
人
余
り
で
、
全
国
平
均
の
二
一
一
人
を
大
き
く
下
回
り
、
四

七
都
道
府
県
中
四
六
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
立
市
・
高
萩
市
・
北
茨
城
市
の
県
北
臨
海
部
で
は
、
そ
の
県
平
均
よ

り
も
少
な
い
一
一
七
人
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
診
療
科
目
ご
と
に
み
て
み
る
と
、
出
産
が
で
き
る
産
婦
人
科
医
療
機
関
が
、
二
カ
所
し
か
な
い
な
ど
子
育
て

に
直
結
す
る
産
婦
人
科
や
小
児
科
の
医
療
環
境
の
不
備
が
顕
著
で
す
。
ま
た
、
急
性
の
疾
患
や
不
測
の
事
故
に
対
応
す

る
救
急
救
命
体
制
も
、
そ
の
充
実
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
、
現
在
で
も
三
人
に
一
人
が
が
ん
が
原

因
で
亡
く
な
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
放
射
線
治
療
の
専
門
医
の
育
成
な
ど
が
ん
対
策
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、

特
に
、
県
北
地
域
に
高
性
能
の
放
射
線
治
療
装
置
（
粒
子
線
治
療
装
置
）
の
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
私
ど
も
は
、
県
北
臨
海
部
の
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
て
、
多
く
の
市
民
の
署
名
を
添

え
、
左
記
の
三
点
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
あ
り
ま
し
て
は
、
要
望
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
切
な
ご
対
応
を
ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

要　

望　

事　

項

一
、
出
産
が
安
心
し
て
出
来
る
産
婦
人
科
病
院
（
医
院
）
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
既
存
の
病
院
施
設
を
活
用

し
た
院
内
助
産
院
な
ど
の
設
置
を
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

一
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
を
日
立
市
内
に
整
備
で
き
る
よ
う
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

一
、
国
の
「
原
子
力
安
全
等
推
進
基
金
」
を
活
用
と
し
て
、
粒
子
線
治
療
装
置
な
ど
を
有
す
る
高
度
の
が
ん

治
療
機
関
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
。

平
成
十
八
年　

月　

日

公
明
党
日
立
支
部
支
部
長　

助
川　

吉
洋

茨
城
県
知
事　

橋
本　

昌　

殿

※
こ
の
署
名
簿
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
則
り
要
望
の
主
旨
以
外
の
利
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

お　

名　

前

ご　
　
　

住　
　
　

所

印
ま
た
は
サ
イ
ン


